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『安
楽
集
』
に
云
く
、
真
言
を
採
集
し
て
、
 

往
益
を
助
修
せ
し
む
。
何
と
な
れ
ば
、
前
に
生 

れ
ん
者
は
後
を
灣
き
、
後
に
生
れ
ん
者
は
前
を 

訪
ぶ
ら
へ
。
連
続
無
窮
に
し
て
、
願
は
く
は
休 

止
せ
ざ
ら
使
め
ん
と
欲
す
。
無
辺
の
生
死
海
を 

盡
く
さ
ん
が
為
の
故
な
り
、
と
。

(
化

身

土

巻

末)



編

集

後

記
 

本

誌

『
親
鸞
教
学
』
は
、
今
回
を
も
っ
て
第 

三
〇
号
を
迎
え
る
。
第
一
号
が
世
に
出
た
の
は 

昭
和
三
七
年
で
あ
る
か
ら
、
す
で
に
あ
れ
か
ら 

十
五
年
の
歳
月
が
流
れ
た
こ
と
に
な
る
。
本
誌 

の
編
集
に
携
わ
る
私
た
ち
が
改
め
て
確
認
し
な 

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
何
か
。
こ
の
よ
う
な
想 

い
が
胸
中
を
よ
ぎ
る
。
そ
し
て
心
に
浮
ぶ
の
は 

あ
の
法
蔵
比
丘
の
純
真
な
る
志
願
で
あ
る
。
 

為
衆
開
法
蔵
広
施
功
徳
宝 

常
於
大
衆
中
説
法
師
子
吼 

こ
の
広
大
無
辺
の
、
無
私
の
、
生
命
あ
ふ
る 

る
法
蔵
菩
薩
の
精
神
。
本
誌
の
願
い
は
、
法
蔵 

菩
薩
の
使
命
と
不
二
の
も
の
で
あ
る
。
 

諸
先
生
の
講
義
、
研
究
員
や
在
学
生
の
論
文
、
 

そ
れ
に
学
問
の
最
前
線
に
立
つ
他
大
学
の
先
生 

方
の
講
演
——

こ
れ
ら
を
ふ
た
た
び
読
み
返
し 

て
み
る
と
、
い
ず
れ
も
、
自
己
の
身
に
引
き
当 

て
た
、
実
存
的
な
問
い
が
貫
か
れ
て
い
る
の
が 

分
る
。
決
し
て
私
的
で
好
事
家
的
な
関
心
が
本 

誌
を
育
て
て
く
れ
た
人
々
の
基
調
で
は
な
い
の 

で
あ
る
。
こ
の
基
調
こ
そ
、
世
俗
の
雑
誌
と
絶 

対
の
一
線
を
画
す
る
本
誌
の
面
目
で
あ
る
。
 

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

一
人
の
人
間
が
成
長 

し
て
ゆ
く
過
程
と
同
じ
よ
う
に
、
本
誌
が
歩
ん 

で
き
た
道
程
に
は
幾
多
の
紆
余
曲
折
が
あ
る
。

政
治
的•

文
化
的
な
諸
情
況
、
学
園
紛
争
、
教 

団
の
混
迷
、
そ
し
て
曾
我•

金
子
両
先
生
の
逝 

去
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
危
機
的
な
事
態
に
遭
遇 

す
る
た
び
に
、
結
局
は
ひ
と
つ
の
こ
と
が
本
誌 

に
問
わ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

つ
ま
り 

教
に
対
す
る
姿
勢
が
。

本
誌
に
も
し
マ
ン
ネ
リ
だ
と
の
声
が
聞
か
れ 

る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
そ
れ
は
編
集
す
る
者
の 

側
に
責
任
が
あ
る
。

マ
ン
ネ
リ
に
陥
る
危
険
は 

つ
ね
に
あ
る
。
事
務
的
に
物
事
を
運
び
す
ぎ
る 

と
、
い
つ
か
緊
張
を
失
い
、
感
動
を
失
っ
て
し 

ま
う
の
だ
。
親
鸞
に
真
底
共
感
し
な
い
者
に
よ 

っ
て
編
集
さ
れ
た
『
親
鸞
教
学
』
は
悲
劇
で
あ 

る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
改
め
て
考
え
、
改
め 

て
厳
粛
な
気
持
ち
に
な
る
。

*
 

*
 

*
 

金
子
先
生
が
御
往
生
の
素
懐
を
遂
げ
ら
れ
て 

か
ら
も
う
ハ
ヶ
月
に
な
る
。
本
誌
三
〇
号
は
、
 

金
子
先
生
の
遺
徳
を
追
悼
し
て
、
特
集
号
と
し 

て
編
集
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
執
筆
さ
れ
た
二 

先
生
、
座
談
会
に
御
出
席
の
先
生
方
に
は
、
先 

師
の
恩
徳
を
改
め
て
お
聞
か
せ
い
た
だ
い
た
。
 

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

京
都
大
学
の
上
田
閑
照
先
生
に
は
、
昨
年
の 

真
宗
学
会
大
会
に
お
い
て
御
講
演
い
た
だ
い
た 

が
、
貴
重
な
お
話
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
 

末
筆
な
が
ら
深
い
謝
意
を
表
す
る
。
(

安
富)

昭和52年 7 月 1 日 

昭和52年 7 月10日
印刷 

発行
親鸞教学 第3 0号 ¥  650

京 都 市 北 区 小 山 上 総 町 22

編 集 大 谷 大 学 真 宗 学 ゝ

発 行 親 鸞 教 学 編 集 部
発行人 広 瀬 杲

大谷大学真宗学研究室:振 替 ■京都 8225番

京都市中京区寺町通三条上ル

発 売 文 栄 堂 書 店
振替 京都 2 9 4 8 番

京都市下京区七条御所ノ内中町50

印 刷 中 村 印 刷 株 式 会 社
電話 (313) — 0 4 6 8  番



親

鸞 

教
学 

第
三
十 

号 

昭
和
五
十
二
年
七
月
十
日
発
行

大

谷

大

学

真

宗

学

会


